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研究要旨： 
【目的】本研究は、日本臨床・分析中毒学会(J’s-CAT)主導のもと、救急医療施設に搬送され

たデキストロメトルファンおよびジフェンヒドラミン中毒患者の臨床的・心理社会的特徴を明

らかにすることを目的とした。本研究からデキストロメトルファンおよびジフェンヒドラミン

を含有する製品の危険性が明らかになれば、厚生労働省などを通じての注意喚起や、乱用・自

殺企図・自傷行為の予防に向けた提言を行う。 

【方法】デキストロメトルファンもしくはジフェンヒドラミンを含有する製品を摂取して急性

中毒症状により救急医療機関を受診した患者を対象とした。研究参加の同意が得られた患者に

ついて、デキストロメトルファンおよびジフェンヒドラミンとその代謝産物などの血中濃度を

測定し、質問紙（①DAST-20日本語版、②デキストロメトルファン・ジフェンヒドラミン中毒患

者調査質問票）および患者診療録を使用して、患者の臨床的・心理的特徴について検討した。 

【結果および考察】2023年 7月 10日より、多機関共同によるデキストロメトルファンおよびジ

フェンヒドラミンとその代謝産物などの血中濃度測定および患者診療録を用いた前方視的症例

集積研究を開始した。先行して 2施設で研究を開始したのち、新たに 5施設を加え、2023年 11

月 6日に７施設での症例登録を開始し、2024年 1月までに、10例が登録された。現時点での結

果としては、計 10例の属性ならびに DAST-20の尺度得点を算出した。性別は、全て女性、平均

年齢 22.2歳（中央値 20.0歳）と若年の女性が多い傾向が示された。8件（80％）に同居人が認

められ、7件（70％）が学校や仕事などの社会活動に従事していた。既往歴については、身体疾

患が 2件（20％）で、精神疾患は 7件（70％）に認められた。全員が完全回復し退院し、9件

（90％）に対して近医精神科への受療促進が実施された。服用したデキストロメトルファンお

よびジフェンヒドラミン含有薬の錠数は、平均 67.1錠（中央値 59.0錠）で、最大で 160錠服

用した患者がいた。薬剤の入手方法は、実店舗での購入が 6件（60％）と最も多く、次いでイ

ンターネットでの購入 2件（20%）、知人所有の製品を使用 1件（10%）、その他 1件（10％）で

あった。薬剤情報源（延べ 13件）としては、インターネット検索が 5件（38.5％）、SNS4件

（30.8％）、知人・友人 2件（15.4％）、店舗等その他の情報源 2件（15.4％）であった。服用

目的に関して計 14件の回答があり、「自傷自殺」が 6件（42.9％）と最も多く、次いで「リラ

ックス」、「現実逃避」、「元気を出すため」がそれぞれ 2件（14.3％）、「睡眠」、「その他」がそ

れぞれ 1件（7.1％）であった。市販薬の乱用・依存の重症度を測る DAST-20の結果は、平均

6.9点（中央値 6.5点）で、4件（40％）が軽度で、外来治療や集中治療が必要とされる中度以

上が 6件（60％）認められた。また、5名（50％）が、デキストロメトルファンおよびジフェン

ヒドラミン含有製品を常用使用していた。デキストロメトルファンおよびジフェンヒドラミン

とそれぞれの代謝産物などの血中濃度の測定は順次実施していく方針であり、症状や臨床所見

と合わせて報告する予定である。
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A. 研究の背景と目的 

 
デキストロメトルファンは、オピオイド受容

体であるδ受容体に作用し鎮咳作用をもたらす

ことから、感冒薬のほか、主に鎮咳去痰薬など

に含まれる。米国では、陶酔感や幻覚作用を求

めて、若者による「レクリエーションドラッ

グ」として、乱用目的での使用が問題となって

いる、依存性のある物質である。 

ジフェンヒドラミンはヒスタミン H1受容体

遮断薬であり、H1受容体を介するヒスタミンに

よるアレルギー性反応を抑制することで、鼻炎

による鼻詰まりの軽減や、掻痒感などのアレル

ギー症状の軽減を目的に、抗アレルギー薬とし

て市販されているだけでなく、中枢性の興奮鎮

静作用を利用した睡眠改善薬や中枢性の嘔吐抑

制作用を利用した鎮暈薬などにも使用されてい

る。一方 SNSで「幻覚が見られる」「死ねる

薬」などとの情報が広がり、過量服用・乱用が

問題となっている。 

本邦では、2014年に薬記法の改定により、多

くの一般用医薬品（以下 OTC薬）はドラッグス

トアやインターネットで容易に購入可能となっ

た。近年、OTC薬の乱用、依存は社会問題とな

っており、急性中毒による救急医療現場への搬

送数も増加している。デキストロメトルファン

はこれまで処方薬として知られてきたが、2021

年 8月より、デキストロメトルファンが主成分

であるメジコン®が第 2類医薬品として購入可

能となった。本邦でも、若者を中心とした乱用

が流行し始めた。また、2022年 6月には咳止め

の過量内服による死亡事故が報告され、デキス

トロメトルファンによる呼吸停止が死因であっ

た可能性が示唆されている。デキストロメトル

ファンによる中毒症状は、軽症であると多幸感

や陶酔感を感じる程度であるが、重症化すると

けいれん、呼吸停止に至る。また、代謝活性が

欠損または著しく低下しているヒト(poor 

metabolizer)が存在することが知られており、

中毒症状が遷延、重篤化しうる。 

ジフェンヒドラミン含有の市販薬を大量に服

用する「ベナドリル®チャレンジ」や快楽、自

殺・自傷目的の乱用は各国でニュースになるほ

ど問題となっており、本邦でも死亡例が報告さ

れている。 

本邦では、現時点で、デキストロメトルファ

ンおよびジフェンヒドラミン中毒患者に対する

大規模な調査は行われておらず、血中濃度、摂

取量、臨床的な特徴、心理学的な特徴などは知

られていない。 

本研究は、日本臨床・分析中毒学会(J’s-

CAT)主導のもと、救急医療施設に搬送されたデ

キストロメトルファンおよびジフェンヒドラミ

ン中毒患者の臨床的・心理社会的特徴を明らか

にすることを目的に、質問紙調査に加えて、デ

キストロメトルファンおよびジフェンヒドラミ

ンとそれぞれの代謝産物などの血中濃度を解析

した。本研究からデキストロメトルファンおよ

びジフェンヒドラミンを含有する製品の危険性

が明らかになれば、厚生労働省などを通じての

注意喚起や、乱用・自殺企図・自傷行為の予防

に向けた提言を行っていく。 
 

B. 研究方法 

 

1．研究デザイン 

本研究は、多機関共同、前方視的、デキスト

ロメトルファンおよびジフェンヒドラミンとそ

の代謝産物などの血中濃度測定および患者診療

録を用いた症例集積研究である。 

2．対象者  

選択基準：2023年 9月～2025年 12月 31日

までの間にデキストロメトルファンもしくはジ

フェンヒドラミンを含有する製品を摂取して急

性中毒症状により救急施設を受診した患者 
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除外基準：なし 

研究全体の目標症例数：100例 

3．共同研究機関 

7施設（災害医療センター、奈良県立医科大

学、前橋赤十字病院、宮崎大学医学部附属病

院、聖路加国際病院、勤医協中央病院、飯塚病

院） 

4．質問紙・評価項目 

・DAST-20日本語版（嶋根卓也ほか，2015）：

薬物乱用・依存の重症度を測定する自己記入

式尺度。 

・デキストロメトルファン・ジフェンヒドラ

ミン中毒患者調査質問票：年齢、性別、職

業、使用されたデキストロメトルファンもし

くはジフェンヒドラミンを含有する製品の商

品名および服用量、推定総摂取量、併用薬

剤、既往歴（精神疾患の有無を含む）、服薬し

た回数（初回なのか複数回なのか）、服薬に至

った理由（摂取の目的）、服薬薬物の入手経路

と薬物についての情報の入手経路、摂取から

医療機関を受診するまでの時間、併用薬剤の

有無とあればその種類 

・初診時の所見：意識レベルおよびバイタル

サイン、血液生化学所見、デキストロメトル

ファン・ジフェンヒドラミン以外の薬物分析

による血中濃度測定の有無とその数値、心電

図所見 

・全経過の臨床症状：経過中に出現した合併

症又は臓器障害 

・治療経過：処置、治療の有無（消化管除

染、薬剤投与、人工呼吸器、経皮的心肺補助

の有無など）、入院期間、ICU入室期間 

・予後・転機 

・デキストロメトルファンおよびジフェンヒ

ドラミンとその代謝産物などの血中濃度 

5．手続き 

①基盤機関である埼玉医科大学病院臨床中毒

科は共同研究機関の（機関長宛）研究責任者

に研究協力依頼をするとともに、基盤機関に

おける倫理審査結果を連絡する。 

②共同研究機関は、機関長による実施許可を

得た後に研究を開始する。 

③共同研究機関にデキストロメトルファンも

しくはジフェンヒドラミン中毒の患者が搬送

された際は、共同研究機関の研究責任者もし

くは研究担当者は、被験者から文書にて研究

参加に対する同意を確認した後、「中毒患者

来院」の旨をメールにて基盤機関に連絡し、

基盤機関はその症例に IDを付与する。  

④共同研究機関は通常の外注の方法で初診時

の採血の残り血清、および血液浄化法を施行

した際は、その前後の採血の残り血清があれ

ばその血清を基盤機関に送付する。  

⑤基盤機関は調査用紙を共同研究機関に送付

する、または調査用紙のファイルをメールで

添付して送付し、記入を依頼する。 

⑥基盤機関はデキストロメトルファンおよび

ジフェンヒドラミンとそれぞれの代謝産物な

どの血中濃度を機器分析にて測定し、その結

果を共同研究施設にフィードバックする。 

⑦共同研究機関は患者が退院してから一か月

以内に調査用紙を埼玉医科大学病院臨床中毒

科に送付する。  

⑧埼玉医科大学病院臨床中毒科において、調

査票から得られた情報をデータベース化し、

結果の解析を行なった。 

6．倫理的配慮 

 本研究は、基盤機関ならびに共同研究機関の

倫理委員会・IRB承認を得て実施した。研究対

象者に対して、研究の内容や倫理的配慮等につ

いて研究内容説明書に沿って口頭および書面で

説明を行い、文書による同意を取得した。な

お、対象者が 20歳未満の場合は、本人だけで

なく代諾者にもこの研究内容について説明書を

用いて十分に説明し、文書にて同意を得た。 

 
C. 研究結果 

1．研究の進捗状況 

本分担研究における今年度の活動は、共同研

究機関との調整を行い、研究計画を確立と倫理

委員会の承認、共同研究機関での倫理委員会の

承認、そして最終的に研究を開始したことであ

る。2023年 12月の時点では、基盤機関と全て

の研究協力機関が対象者のエントリーを開始

し、計 10例の参加が認められた。今後、順次

対象者のエントリーをする予定である。 

2．対象者の属性 

計 10例の属性ならびに DAST-20の尺度得点

を算出した。性別は、全て女性、平均年齢 22.2

歳（中央値 20.0歳）と若年の女性が多い傾向
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が示された。年代別にみると、10代（30％）と

20代（50％）が患者全体の 80%を占めていた。 

婚姻については、未婚 8件（80％）、既婚 1

件（10％）、離婚または死別 1件（10％）であ

った。同居人の有無については、8件（80％）

に同居人が認められた。就労状況は、学生 3件

（30％）、フルタイム 3件（30％）、パート・ア

ルバイト 1件（10％）、無職 1件（10％）、休

職・休学 1件（10％）、不明 1件（10％）であ

った。 

既往歴については、身体疾患が 2件（20％）

で、精神疾患は 7件（70％）認められた。精神

疾患は延べ 8件で、うつ病 2件（25％）、適応

障害 2件（25％）、ASD1件（12.5％）、ADHD1件

（12.5％）、急性ストレス障害 1件（12.5％）、

局所性行為障害 1件（12.5％）であった。 

救急医療施設において、6件（60％）に同施

設内の精神科による介入が実施された。転帰

は、全員が完全回復し退院し、9件（90％）に

対して近医精神科への受療促進が実施された。 

3．服用したデキストロメトルファンおよびジ

フェンヒドラミン含有薬について 

服用したデキストロメトルファンおよびジフ

ェンヒドラミン含有薬の錠数は、平均 67.1錠

（中央値 59.0錠）で、最大で 160錠服用した

患者がいた。 

服用したデキストロメトルファンおよびジフ

ェンヒドラミン含有薬は延べ 11件あり、鎮咳

去痰薬が 7件（63.6％）、抗ヒスタミン薬 3件

を含む抗アレルギー用薬が 4件（38.4％）であ

った。 

デキストロメトルファンおよびジフェンヒド

ラミン含有製品の入手方法は、実店舗での購入

が 6件（60％）と最も多く、次いでインターネ

ットでの購入 2件（20%）、知人所有の製品を使

用 1件（10%）、その他 1件（10％）であった。 

デキストロメトルファンおよびジフェンヒド

ラミン中毒についての情報源（延べ 13件）と

しては、インターネット検索が 5件

（38.5％）、SNS4件（30.8％）、知人・友人 2件

（15.4％）、店舗等その他の情報源 2件

（15.4％）であった。 

4．デキストロメトルファンおよびジフェンヒ

ドラミン含有薬の服用目的 

デキストロメトルファンおよびジフェンヒド

ラミン含有薬の服用目的に関して計 14件の回

答があった。「自傷自殺」が 6件（42.9％）と

最も多く、次いで「リラックス」、「現実逃

避」、「元気を出すため」がそれぞれ 2件

（14.3％）、「睡眠」、「その他」がそれぞれ 1件

（7.1％）であった。 

5．乱用・依存について 

市販薬の乱用・依存の重症度を測る DAST-20

の結果は、平均 6.9点（中央値 6.5点）で、4

件（40％）が軽度で、外来治療や集中治療が必

要とされる中度以上が 6件（60％）認められ

た。また、5名（50％）が、デキストロメトル

ファンおよびジフェンヒドラミン含有製品を常

用使用していることが明らかとなった。 

6．デキストロメトルファンおよびジフェンヒ

ドラミンとその代謝産物などの血中濃度 

デキストロメトルファンおよびジフェンヒド

ラミンとそれぞれの代謝産物などの血中濃度の

測定は順次実施していく方針である。 

 

D. 考察 

本研究では、若年女性が多く、また、ほとんど

が勉強や仕事など何らかの社会的活動に従事し

ながら家族やパートナーと同居していた。しか

し、彼らは身近な人に相談することなく、一般

用医薬品を過剰摂取することで苦痛を和らげ、

現実から逃避しようとしていた。服用目的とし

て自殺企図は 42.9％と多い一方で、50％がそ

れ以外の目的で使用し、常用していることもわ

かった。薬物や過量服用に関する情報の入手経

路はインターネットや SNSが多かった。社会的

なつながりや解決策を求めて、ソーシャルメデ

ィアを通じて同じような境遇の仲間とつながる

ために自らの薬物使用行動をネット上で公開

し、仲間からの受容や承認を得るために情報を

共有することが、多くの青少年にOTC薬物の

過剰摂取が蔓延する一因となっている可能性が

ある。薬物の入手経路について、ドラッグスト

アでの購入が多かった。インターネットでの購

入は支払いなどの手続きが煩雑なため、手軽に

購入できるドラッグストアでの購入が多いと考

えられる。また、聞き取り調査によると家族と

同居していることが多い若者は、ネットで購入

したパッケージを家族に知られたくないようで
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もある。したがって、一般用医薬品の過量服用

防止策を策定するためには、実店舗におけるゲ

ートキーパーの役割が大きな鍵となる可能性が

示唆された。デキストロメトルファンおよびジ

フェンヒドラミんは用量によって作用が異な

り、リラクゼーションのために使用されること

が世界的に懸念されている。デキストロメトル

ファン依存症の患者は特に再発リスクが高く、

1年後の再発率は89.29％と報告されている。

この割合は、アヘンやアルコール依存の患者

（65％以上）、コカインやマリファナ依存の患

者（75％以上）よりもはるかに高い。N-メチル

-D-アスパラギン酸受容体拮抗薬であるデキス

トロメトルファンは、リゼルグ酸ジエチルアミ

ドやケタミンと同様の精神作用（解離作用）を

有する物質群に属し、嗜癖行動の病因におい

て、GABA/抗グルタミン酸作動性の作用機序が

依存の発現に重要な役割を果たしている。乱用

が繰り返されると、嗜癖性物質への渇望が強迫

的に反復され、制御不能となり、自律神経症状

や耐性を伴う離脱症状を引き起こす。また、ジ

フェンヒドラミンが繰り返す乱用行動とどのよ

うに関連して作用するかはまだ不明であるが、

情動、記憶、報酬系、注意、意欲の制御に関与

すると考えられている中辺縁系におけるドーパ

ミン作動性伝達の亢進が関与している可能性が

報告されている。市販薬の乱用・依存の重症度

を測る DAST-20の結果とあわせて今後血中濃度

と症状の関連を精査していく予定である。 
 

E. 結論 

本研究は、実際に救急搬送が必要となったジフ

ェンヒドラミンおよびデキストロメトルファン

の過量摂取による急性中毒症例に対して行われ

た疫学的調査である。使用背景に自傷・自殺以

外の目的や、濫用・依存の問題がある可能性が

示唆された。今年度は計画立案と準備で大部分

の時間を費やしたが、今後症例の集積をまって

順次計画を進行していく。 
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